
中国自動車メーカーの台頭と
日本勢の対応の遅れ

　最近、バンコクの街角では可愛らしい自動車を
みかけます。名前は「Ora Good Cat」、よい子の猫
ちゃん、という感じでしょうか。中国の長城汽車
Great Wall Motor（以下GWM）の看板EV（電気自
動車）ブランドです。丸い動物を彷彿させるデザイ
ンがタイ人の若い女性を惹きつけているようです。
「日本車のほうがいいなあ」と日本人同士で話をし
ている場合ではありません。タイの経済紙では、
「タイは、日本の自動車産業のおかげで経済発展を
遂げたが、いつまでも日本企業に頼っていては世界
の潮流に乗り遅れる」といった論調が飛び交ってい
るようです。
　今回は、タイのEV化促進の動向についてお伝え
いたします。

　　　 タイ政府のEV普及に向けた
　　　 取り組みと外国企業の対応
　タイ政府は今年２月、EVの国内需要拡大を展望
しEV普及促進プログラムを発表しました。大まか
な内容は、①2022～25年の補助金支給、②EVの輸
入関税引き下げ、③EVの物品税の引き下げ、を柱
とするものです。
　GWMと上海汽車グループのMG（英国スポーツ
カーブランドMorris Garage）がこのプログラムを
適用し、EV販売価格の引き下げを発表しました。
トヨタ自動車もこのプログラムへの参加を決定して
います。

バンコクモーターショーにて
　今年２月にバンコク郊外のImpactで開催された
モーターショーでは、多くのEVが展示されていま
した。アウディ、BMW、ボルボなどの欧州メー
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カーも、これまでの人気車種に加えEVのラインナッ
プを拡充しています。また、中国メーカーのEVのプ
レゼンスはこれまでよりもさらに大きくなった印象
です。
　冒頭に述べた「Ora Good Cat」は、幅広いユーザー
を獲得しようと廉価版から上級車種まで幅広く展示さ
れていました。タイではすでに1108台が登録されて
おり、4300台以上が納車待ちとのことです（2022年
２月現在）。
　GWMのSUVブランド「Haval」は、デザインも洗
練されており、たくさんの来場者の関心を集めてい
ました。こちらはハイブリッド車を中心に売れ行き
が好調のようで、日本車はもちろん、ドイツ車、米
国車などのライバル車種にひけを取らない堂々とし
た風格です。
　EVの心臓部であるボンネット内部を覗

のぞ

くと、これ
までのガソリンエンジン車とはまったく異なる部品の
種類、配置に驚かされます。もちろん技術の結晶だと
は思いますが、われわれ素人にはあまりに簡素に見え
ます。日本が誇るものづくりの技術力が、これからの
EVに必要となるのか少し心配なところです。

中国メーカーと日本企業との取引
　日本企業にとって、このような中国自動車メーカー
の台頭は脅威なのか、チャンスなのかという議論がこ
こ数年繰り広げられてきました。数年前、当行上海事
務所が開催したイベント「中国自動車メーカーBYDグ
ループとのビジネスマッチング」では、数社の日本企
業が興味を持ち参加いただきましたが、少し時期が早
かったように思います。当時は中国企業との取引は難
しいというイメージがあり、取引成約に至った日本企
業はなかったと聞いています。
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　しかしながらここ２年くらいで状況が変わり、中国
自動車メーカーと取引を開始した日本企業が現れてい
ます。少し前までは、中国メーカーには価格を叩かれ
商談にならないという話が聞かれましたが、今では
GWMのように上質を志向する中国メーカーはタイに
も進出しているとのことです。
　現在、タイへの投資が最も多い国は圧倒的に日本で
す。しかしながらここ数年中国企業のタイへの投資が
拡大しています。BOI（Board of Investment：タイ投
資委員会）の国別投資件数、金額をみても、日本から
の投資が減少傾向にあるのに対し、中国からの投資が
増えていることが分かります（図表１、２）。中国企
業はタイヤ製造の大型案件を中心に、プラグインハイ
ブリッド車やバッテリープロジェクトなど、特に自動
車産業のEV化を展望した投資に力をいれているよう
です。
　現在、タイの自動車生産の８割は日本車が占めて
います。しかし、EV化に乗り遅れていては、日本車
メーカーのポジションが中国メーカーに奪われると
いう危機感があります。トヨタも2023年までにタイ
でのEV生産を開始することを発表していますが、今
後タイのEV生産で日本車メーカーやサプライヤーの
巻き返しが起こるか、タイの国内外で注目が集まっ
ています。

 おわりに
　タイの経済界は、かつての日本の自動車産業を中
心として発展した時代と現在とは状況が違うことを
認識しているようです。タイが世界の自動車生産拠
点として中東・欧米に輸出しているように、今後EV
の生産基地となるためには、まずリチウム電池の生
産拠点になっていくことが必要と考えられます。
　現実的にはライバルの中国に先端技術で水をあけ
られており、バッテリー原料のニッケル生産シェア
が世界の３割を占めるインドネシアにも外国企業が
投資を始めている状況です。
　EV化に乗り遅れてはいけないという論調はあり
ますが、タイ政府は完全にEV生産に舵を切ったわ
けではありません。タイでは、EV化が難しいピッ
クアップトラックの生産が多いこと、また充電イ
ンフラが約2300カ所（EVAT発表2021年９月現在）
にとどまっていることなど、簡単にはEVに転換で
きない事情があります。日本企業においても、今後
のタイ政府の方針を見極めながら、タイでの新たな
ビジネスチャンスを模索していく必要があると考え
ています。

中国製ハイブリッド車　Haval

最近街で見かける中国製EV　Ora Good Cat

図表１ BOI国別投資件数

図表２ BOI国別投資金額
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